waoken to kanhanto shokoku no kosho : shitsu to nin\u27na no cho o chushin ni by 羅 幸柱
 
博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名  羅 幸柱 
論 文 題 目  倭王権と韓半島諸国の交渉 － 「質」と「任那の調」を中心に － 
審査要旨 
 本論文は、これまで古代の倭と韓半島（朝鮮半島）諸国（とくに百済・新羅）との関係を象徴的に
言い表すものとされてきた「質」と「任那の調」の概念を再検討し、倭と韓半島諸国との交渉の実体
をあらたな観点から考察し直したものである。 
 本論文は、序論、第一部「東アジアにおける古代の『質』」、第二部「倭王権における『質』と『任
那の調』」、結論からなる。まず序論は「問題の所在」「研究目的及び視点・方法」「論文の構成及び検
討課題」に分かれており、本論文の位置づけを客観的かつ適切にまとめている。ついで第一部は第二
部の予備的考察の性格をもち、東アジアにおける古代の「質」の実体を具体的に検討した上で類型化
を試み、その概念を再規定していく。第一章「中国における『質』」では、「質」の原型が知られる中
国の春秋・戦国時代をとりあげ、そこで４種に大別される「質」の形態がさらにそれぞれ多様な性格
をもつことからみて、「質」は支配と服属の証に限定されることなく、「外交における総合概念」とし
てとらえるべきだとする。第二章「韓半島諸国間における『質』」では、韓半島の三国時代（伽耶諸国
も含む）から統一新羅時代までの相互交渉を中心にして、一部中国（燕・唐など）との交渉も視野に
入れながら、第一章でみた「質」の形態がここでも基本的には当てはまることを指摘する。第三章「韓
半島諸国と倭の間の『質』」では、４世紀末から７世紀半ばにかけて百済から倭に送られた「質」が倭
の要請によるものではなく、百済側が発した戦略的な請兵使・修好使であること、ついで新羅から倭
に送られた「質」は百済の戦略を牽制する性格をもっていたが、それは充分機能せず、７世紀半ばに
あらたな段階を迎えたことを論じ、６４５年のいわゆる大化の改新に注目すべきことを指摘する。 
 以上の第一部を受けた第二部は、まず第一章「『質』と『任那の調』の関係とその問題点」において、
『日本書紀』大化１・２年条にみえる対韓半島諸国記事を丁寧かつ総合的に検討し直し、また、旧説
の矛盾や限界を指摘して、この時期に倭王権の対外政策が大きく転換したことを明らかにする。つま
り、百済からは「任那の調」を導入し、新羅からは新しい「質」の導入を目指したのであり、この逆
転とも言える転換こそが、いわゆる大化の改新（乙巳の変）の主要政策のひとつであったとみる。そ
こで、この大転換の歴史的経緯と意義を具体的に解明するために、本論文のうちで大部を占める第二
章「倭王権と『任那の調』政策」において、まず、以下のことを提議する。すなわち、５３２年に新
羅が金官国を併合し、５６２年に新羅が大伽耶国を中心とした伽耶諸国を滅ぼした後、倭において「任
那復興」と「任那の調」が問題化するが、①『日本書紀』における「任那の調」（四邑の調）の初見が
敏達４年（５７５）条にまで下るのはなぜか。②「質」との関係を同時に考えるべきではないか。③
「任那の調」は倭の対新羅政策に限る問題ではないか。④「任那の調」について、これまでイデオロ
ギ－の側面から論じられがちであったが、もっと現実的な課題を考えるべきではないか、というもの
である。これらのことを踏まえて以下、研究史の根本的な吟味をおこなう。 
 現在、『日本書紀』にのみ伝えられる「任那の調」については、主として日本側研究者の肯定説と韓
国側研究者の否定説とに分かれているが、論者は後者の否定説をそのまま受け入れることなく、「任那
の調」と伝えられる何かが存在したとみる。しかし、１９４５年以降、直近に至るまでの研究史を再
検討した結果、倭国と伽耶諸国との政治的支配・服属・上下関係を歴史的前提とする観念が依然とし
て存在していること、そして、それを背景にして、あらたに金官国を併合した新羅が自国の調制度下
に組み込んだ金官四邑の調を今度は「任那の調」として積極的に倭に貢納し、いわゆる任那領有の認
知を求め、さらには百済と倭の緊密な関係を牽制しようとしたというような説が流布していることを
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確認する。そこで、いわゆる任那滅亡後における韓半島諸国と倭との使者往来の実態、金官四邑と「任
那の調」との地理的関係、安羅の位置づけなどを実証的に検討し、さきのような研究史の「任那の調」
理解に疑問を提起していく。そして、倭が金官国や安羅国を中心とする南部伽耶地域との親縁的な交
流・交通ないし交易関係をながく保っていた歴史を踏まえて、倭側から新羅側にあらたに提唱された
政策が「任那の調」と呼ばれることになり、それは、いわゆる任那滅亡後、倭が南部伽耶地域に依存
してきた先進的な物的資源の喪失を回復しようとしたものとみる。ついで、その物的資源は、この段
階においてはもはや鉄ではなく、南部伽耶地域さらには新羅で多く産出し、百済では豊富でない金銀
銅の金属鉱物資源であったことを詳細に論証し、倭におけるその必要性は、造寺・造仏、造宮、冠位
衣服制の整備などに由来すると説く。したがって、「任那の調」とは、必要に迫られた敏達朝になって、
倭が伽耶諸国を含む新羅に特化して確保を目指しはじめた「伽耶諸国と関わる物産・産物」つまり金
銀銅のことであり、それは倭側の「東夷の小帝国」観念とは異なる性格の国家プロジェクト名とでも
言えるものであったとする。 
 これに続いて第三章「倭王権と『質』政策」では、第一部の予備的考察を踏まえて、百済・新羅か
ら倭へ派遣されてくる「質」の性格について詳細に検討していく。まず、百済からの「質」について
は、４世紀末から少なくとも６４５年の改新政権成立期まで継続して派遣されており、「質」と不可分
の「賂」である先進的な物的資源（文字テキスト、造寺仏関係、薬など）と人的資源（物的資源にか
かわる技能者・知識人・僧侶ら）を倭に贈与・供給し、「盟」をともなう「修好使」「請兵使」の任を
帯びていたとみる。ついで、新羅からの「質」については、百済からの「質」に対抗する意図を込め
て５世紀初めに発足したが、以後それは継続せず、７世紀中葉の改新政権成立期になって実質的な派
遣がみられることを指摘し、それ以前における百済からの「質」と「賂」である先進的な物的・人的
資源の贈与・供給にとってかわる性格をもつことが期待されたとする。一方、このような「質」は、
倭側にとって各種資源にもとづく先進文明の導入と王権さらには国家体制の整備にとって必要な要件
とみなされており、改新政権はその意味で新羅への依存度を強める政策を打ち出したものとみる。そ
して、相互にこのような性格をもつ「質」は、古く新羅・伽耶地域と倭との間でみられた鉄や織物な
どの各種資源をめぐる５世紀以前の互恵関係期を経て、百済と倭との間ではじめて編み出されたもの
であり、それを論者は「質体制（システム）」「質外交」と命名し、僧俗にわたる高度な専門学術知識
の供給・導入関係期を迎えたとする。しかし、この間、新羅と倭との間では「任那の調」に特化した
関係が生じ、このような諸関係が転換するのは改新政権成立期となるが、基本的には「質体制（シス
テム）」「質外交」の安定的な持続性と互恵友好性が期待されたことに論者は注目している。なぜなら、
倭における先進文明の導入と王権や国家体制の整備にあたり、韓半島諸国からの偶発的な渡来人の存
在や「略奪・侵略」による任意の条件をいたずらに重視してはならないとみるからである。そして、
本論文は最後の結論で全体の総括をおこない、高句麗との関係などに関する今後の課題に言及する。
 以上、本論文は詳細な史料分析にもとづく新概念の創出と論理的な構想からなる骨太の労作として
高く評価されるものであり、博士（文学）の授与に値する論文であると認められる。 
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